
１．当四半期決算の経営成績に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期累計期間においては、売上高は、カプロラクタム等の販売価格下落およびナイロ

ン・石炭等の販売数量減少により減収となりましたが、営業利益は、合成ゴムのスプレッド改善、

機能品等の販売数量の増加、および石炭等の原料価格下落の影響により増益となりました。営業外

収益は、前期にあった持分法適用関連会社の事業統合による利益がなくなったことから、減少しま

した。 

この結果、当社グループの連結業績は、次のとおりとなりました。 

 

        単位：億円 

項   目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

当第２四半期① ３，３５０ １６７ １６６ １０７ 

前 年 同 期② ３，４８２ １５０ １８６ １２３ 

差異①－② △１３２ １７ △２０ △１５ 

増  減  率 △３．８％ １１．４％ △１１．０％ △１２．６％ 

 

 

（２）セグメント別の説明 

 

（売上高）       単位：億円 

セグメント 当第２四半期① 前年同期② 差異①－② 増減率 

化学 １，４６４ １，５４６ △８１ △５．３％ 

建設資材 １，５２７ １，５５８ △３０ △２．０％ 

機械 ４２０ ４３２ △１１ △２．８％ 

その他 ２３ ２２ １ ４．５％ 

調整額 △８４ △７５ △８ － 

合計 ３，３５０ ３，４８２ △１３２ △３．８％ 

 

 

（営業利益）       単位：億円 

セグメント 当第２四半期① 前年同期② 差異①－② 増減率 

化学 ８３ ８２ ０ ０．８％ 

建設資材 ６７ ５５ １１ ２０．９％ 

機械 １６ １３ ３ ２４．３％ 

その他 ２ ２ △０ △１３．１％ 

調整額 △２ △３ １ － 

合計 １６７ １５０ １７ １１．４％ 
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化学 … 減収増益 

■ナイロン・ファイン事業 

ラクタム事業は、中国市場の需要鈍化もあり販売価格が下落し販売数量も減少したことにより、

減収となりました。 

ナイロン事業は、ラクタム価格下落の影響に加え、主に中国市場の需要減退により販売数量が減

少したことにより、減収となりました。 

工業薬品事業は、アンモニア工場の隔年の定期修理がなく、生産量・出荷量ともに増加したこと

により、増収となりました。 

ファイン事業は、堅調な需要を背景に総じて販売価格が上昇したことにより、増収となりまし

た。 

ナイロン・ファイン事業全体としては、ラクタムとナイロンの影響が大きく、減収減益となりま

した。 

■合成ゴム事業は、タイヤ用途を中心に出荷が概ね堅調に推移する中で、主原料であるブタジエン

価格が製品価格よりも下落しスプレッドが改善したことにより、減収増益となりました。 

■機能品事業 

電池材料事業は、中国市場での競争激化および主要顧客における生産調整等の影響もあり販売数

量が伸び悩んだことにより、減収となりました。 

ポリイミド事業は、ディスプレイ向けＣＯＦフィルムの販売数量が堅調に推移し、また中国市場

での有機ＥＬパネル向けワニスの需要が拡大し販売数量が増加したことにより、増収となりまし

た。 

機能品事業全体としては、総じて販売が堅調であったことから、増収増益となりました。 

■医薬事業は、自社医薬品・受託医薬品ともに顧客である製薬会社の販売が好調に推移したことお

よびロイヤリティ収入が増加したことにより、増収増益となりました。 

■化学セグメント全体としては、原料価格の下落に応じた販売価格の修正等により、減収となりま

したが、合成ゴム事業のスプレッド改善や機能品事業・医薬事業の拡販等により、増益となりま

した。 

 

建設資材 … 減収増益 

■セメント・生コン事業は、国内需要が稼働日減少の影響もあり低調に推移したため、減収となり

ました。 

■カルシア・マグネシア事業は、鉄鋼・電力向けマグネシアなどの価格改定効果等により販売価格

は上昇したものの景気悪化による販売数量減少の影響が大きく、減収となりました。 

■エネルギー事業は、石炭の販売数量の減少により減収となりました。 

■建設資材セグメント全体としては、セメント・生コンおよび石炭等の販売数量減少の影響はある

ものの、原料である石炭価格下落の効果により、減収増益となりました。 

 

機械 … 減収増益 

■米中貿易摩擦に端を発した景気減速が設備投資にも世界中で影響し、成形機事業、産機事業とも

に製品の出荷が減少しましたが、サービス事業は堅調を維持しており、また製鋼事業での採算性

改善もあり減収増益となりました。 

 

その他 … 増収減益 
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